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令

和

六

年

第

五

回

薩

摩

川

内

市

議

会

定

例

会 

施

政

方

針

等

の

概

要 

 
令

和

六

年

第

五

回

市

議

会

定

例

会

の

開

会

に

当

た

り

、

市

政

に

対

す

る

所

信

と

基

本

的

な

方

針

を

申

し

上

げ

ま

す

と

と

も

に

、

こ

の

た

び

提

案

い

た

し

ま

し

た

補

正

予

算

案

等

の

概

要

を

御

説

明

し

、

議

員

各

位

並

び

に 

市

民

の

皆

様

の

御

理

解

と

御

協

力

を

賜

り

た

い

と

存

じ

ま

す

。 

ま

ず

、

先

の

臨

時

会

に

お

い

て

、

下

園

政

喜

議

長

、

森

満

晃

副

議

長

を

始

め

、

議

会

運

営

委

員

会

、

各

常

任

委

員

会

・

特

別

委

員

会

の

委

員

が 

選

任

さ

れ

、

新

た

な

議

会

構

成

が

順

調

に

な

さ

れ

ま

し

た

こ

と

は

、

誠

に

御

同

慶

に

堪

え

ま

せ

ん

。 

ま

た

、

副

市

長

及

び

監

査

委

員

な

ど

の

人

事

案

件

に

つ

き

ま

し

て

も 

御

同

意

を

い

た

だ

き

、

改

め

て

深

く

感

謝

を

申

し

上

げ

ま

す

。

早

速

辞

令

を

交

付

し

、

新

し

い

体

制

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。 

議

員

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

引

き

続

き

、

本

市

の

施

策

や

課

題

等

に

つ

い

て

御

指

導

、

御

鞭

撻

を

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

さ

て

、

私

は

、

市

長

二

期

目

に

当

た

り

、

こ

れ

ま

で

の

ビ

ジ

ョ

ン

を

発

展

的

に

再

構

築

し

た

、

新

た

な

「

未

来

創

生

一

〇

ビ

ジ

ョ

ン

」

を

掲

げ

ま

し

た

。

こ

の

「

未

来

創

生

一

〇

ビ

ジ

ョ

ン

」

は

、

先

の

第

三

回

定

例

会

に

お

い

て

議

決

い

た

だ

き

ま

し

た

第

三

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

基

本

構

想

を

ベ

ー

ス

と

し

た

、
本

市

の

未

来

発

展

に

向

け

た

将

来

ビ

ジ

ョ

ン

で

あ

り

、
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「

未

来

創

造

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

「

地

方

創

生

ビ

ジ

ョ

ン

」

の

二

本

の

柱

で

構

成

し

て

お

り

ま

す

。 
ま

ず

、
未

来

創

造

ビ

ジ

ョ

ン

に

つ

き

ま

し

て

は

、「

少

子

化

対

策
・
子

育

て

支

援

」
、「

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ
・
カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル
・
ス

マ

ー

ト

シ

テ

ィ

」
、

「

産

業

経

済

」
、「

文

化
・
ス

ポ

ー

ツ
・
観

光

」
及

び
「

防

災
・
社

会

基

盤

」

の

五

つ

の

ビ

ジ

ョ

ン

、

二

十

一

の

取

組

を

推

進

す

る

こ

と

に

よ

り

、

未

来

に

お

け

る

更

な

る

発

展

を

目

指

す

も

の

で

あ

り

ま

す

。 

ま

た

、
地

方

創

生

ビ

ジ

ョ

ン

は

、
「

地

域

デ

ザ

イ

ン

」
、
「

人

材

の

育

成

・

活

躍

」
、
「

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

・

市

民

活

動

・

環

境

」
、
「

健

康

・

福

祉

」

及

び

「

市

役

所

改

革

」

の

五

つ

の

ビ

ジ

ョ

ン

、

二

十

の

取

組

を

推

進

す

る

こ

と

に

よ

り

、

市

域

全

体

の

均

衡

あ

る

発

展

を

図

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。 

私

は

、

こ

の

「

未

来

創

生

一

〇

ビ

ジ

ョ

ン

」

を

基

本

的

な

考

え

と

し

な

が

ら

、

こ

れ

ま

で

の

広

聴

・

広

報

の

検

証

な

ど

一

期

目

の

市

政

運

営

を 

振

り

返

り

、
今

後

に

お

い

て

は

、「

世

代

を

超

え

て

笑

顔

で

つ

な

が

り

、
楽

し

い

集

い

の

ま

ち

」

の

実

現

に

全

力

で

取

り

組

む

所

存

で

あ

り

ま

す

。 

こ

の

笑

顔

あ

ふ

れ

る

ま

ち

の

実

現

に

向

け

て

、

先

ほ

ど

の

地

方

創

生 

ビ

ジ

ョ

ン

の
「

地

域

デ

ザ

イ

ン

」
に

お

い

て

、
「

笑

顔

」
ア

ク

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

の

策

定

を

掲

げ

て

お

り

、

こ

れ

か

ら

四

年

間

で

、

特

に

力

点

を

置

く

、

具

体

の

五

十

の

事

業

か

ら

な

る

「

ス

マ

イ

ル

ア

ク

シ

ョ

ン

五

〇

」

の

素

案

を

取

り

ま

と

め

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

三

側

面

で

あ

る 

社

会

、

環

境

、

経

済

と

、

実

行

性

を

高

め

る

実

現

の

四

分

野

に

お

け

る 
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事

業

を

示

し

、

今

後

、

第

三

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

前

期

基

本

計

画

の

策

定

作

業

と

並

行

し

て

、

本

年

度

末

ま

で

に

内

容

を

と

り

ま

と

め

て

い

く

考

え

で

あ

り

ま

す

。 

こ

の

「

ス

マ

イ

ル

ア

ク

シ

ョ

ン

五

〇

」

で

は

、

先

の

第

三

回

定

例

会

で

議

員

の

皆

様

方

か

ら

御

意

見

を

賜

り

ま

し

た

学

校

体

育

施

設

の

開

放

時

に

お

け

る

電

気

料

実

費

徴

収

に

つ

い

て

、

社

会

ス

マ

イ

ル

事

業

の

地

区

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

活

性

化

事

業

に

位

置

付

け

、

来

年

四

月

か

ら

の

無

償

化

に

向

け

た

検

討

を

進

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

こ

の

ほ

か

、

本

市

の

喫

緊

の 

課

題

で

あ

る

「

少

子

化

対

策

・

子

育

て

支

援

」

に

つ

な

が

る

事

業

も

多

く

含

め

て

お

り

ま

す

。

こ

の

少

子

化

及

び

子

育

て

に

関

す

る

取

組

に

つ

き

ま

し

て

は

、
現

在

、
少

子

化

対

策
・
子

育

て

支

援

戦

略

推

進

本

部

を

中

心

に

、

戦

略

実

行

方

針

の

策

定

、

理

念

条

例

の

制

定

及

び

基

金

設

置

を

含

め

た 

財

源

の

検

討

等

を

進

め

て

お

り

、

令

和

七

年

第

一

回

定

例

会

で

の

提

案

を

目

指

し

て

参

り

ま

す

。 

さ

て

、

こ

れ

か

ら

の

市

政

を

展

望

い

た

し

ま

す

と

、

第

三

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

の

始

期

と

な

る

令

和

七

年

度

以

降

に

お

い

て

も

、

様

々

な

節

目

の

時

期

を

迎

え

る

と

と

も

に

、

年

次

的

に

整

備

を

進

め

て

き

た

事

業

が

完

了

し

て

参

り

ま

す

。 

早

速

、

令

和

七

年

四

月

に

は

、

さ

つ

ま

町

消

防

本

部

及

び

阿

久

根

地

区

消

防

組

合

と

の

共

同

管

理

に

よ

る

通

信

指

令

セ

ン

タ

ー

の

運

用

を

開

始

す

る

と

と

も

に

、

甑

島

の

新

た

な

交

流

拠

点

と

な

る

甑

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

が
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オ

ー

プ

ン

い

た

し

ま

す

。

ま

た

、

令

和

七

年

は

、

甑

島

の

国

定

公

園

指

定

か

ら

十

周

年

、

藺

牟

田

池

の

ラ

ム

サ

ー

ル

条

約

登

録

か

ら

二

十

周

年

を 

迎

え

る

節

目

の

年

と

な

り

ま

す

。 

さ

ら

に

、

本

市

の

地

域

経

済

の

発

展

に

資

す

る

「

五

つ

の

現

場

」

と 

位

置

付

け

る

重

要

港

湾

川

内

港

、

川

内

港

久

見

崎

み

ら

い

ゾ

ー

ン

、

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

パ

ー

ク

九

州

、

川

内

宮

之

城

道

路

、

高

城

産

業

用

地

に

お

い

て

も

、

国

や

県

、

関

係

事

業

者

な

ど

と

の

緊

密

な

連

携

の

下

、

資

源

循

環

・

産

業

拠

点

の

創

出

の

実

現

に

向

け

た

整

備

や

分

譲

の

促

進

を

図

っ

て

参

り

ま

す

。 

こ

れ

ら

の

事

業

展

開

と

と

も

に

、
国
・
県

の

動

向

に

も

注

視

し

な

が

ら

、

施

策

推

進

に

必

要

な

体

制

整

備

と

財

源

確

保

を

確

実

に

行

い

、

健

全

で 

持

続

可

能

な

行

財

政

運

営

に

努

め

て

参

り

ま

す

。 

こ

の

よ

う

な

展

望

を

見

据

え

つ

つ

、

私

は

、

先

の

臨

時

会

に

お

い

て

御

説

明

い

た

し

ま

し

た

記

念

式

典

等

の

市

誕

生

二

十

周

年

記

念

事

業

の

ほ

か

、

本

市

の

未

来

創

生

に

つ

な

が

る

様

々

な

取

組

を

鋭

意

進

め

て

お

り

ま

す

。 

防

災

対

策

に

つ

き

ま

し

て

は

、

先

月

二

十

五

日

に

、

里

町

の

「

Ｈ

Ｏ 

Ｔ

Ｅ

Ｌ 

Ａ

ｒ

ｅ

ａ

Ｏ

ｎ

ｅ 

Ｋ

ｏ

ｓ

ｈ

ｉ

ｋ

ｉ 

Ｉ

ｓ

ｌ

ａ

ｎ

ｄ

」

を

津

波

避

難

ビ

ル

に

指

定

す

る

「

津

波

災

害

又

は

高

潮

な

ど

に

よ

る

災

害

時

に

お

け

る

緊

急

一

時

避

難

施

設

と

し

て

の

使

用

に

関

す

る

協

定

」

を

、

エ

リ

ア

ワ

ン

エ

ン

タ

ー

プ

ラ

イ

ズ

株

式

会

社

と

締

結

い

た

し

ま

し

た

。

今

後

も

、

地

域

住

民

や

旅

行

客

等

の

皆

様

の

避

難

の

円

滑

化

を

図

り

、

市

民

等
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の

安

全

・

安

心

の

確

保

に

努

め

て

参

り

ま

す

。 

ス

ポ

ー

ツ

・

観

光

に

つ

き

ま

し

て

は

、

今

月

二

日

に

、

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

活

動

を

通

じ

て

、

地

域

活

性

化

を

図

る

た

め

に

、

株

式

会

社

鹿

児

島

レ

ブ

ナ

イ

ズ

及

び

薩

摩

川

内

市

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

協

会

と

連

携

協

定

を

締

結

い

た

し

ま

し

た

。

ま

た

、

今

月

六

日

に

は

、

公

益

社

団

法

人

日

本

ホ

ッ

ケ

ー

協

会

が

設

立

百

周

年

を

記

念

し

て

創

設

し

た

「

公

式

ホ

ッ

ケ

ー

タ

ウ

ン

」

に

本

市

が

認

定

さ

れ

た

こ

と

を

受

け

、

同

協

会

を

訪

問

し

、

御

礼

と

と

も

に

ホ

ッ

ケ

ー

日

本

代

表

チ

ー

ム

等

の

合

宿

誘

致

を

行

っ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

今

回

の

認

定

は

、

こ

れ

ま

で

実

施

し

て

き

た

ホ

ッ

ケ

ー 

競

技

の

強

化

や

普

及

・

振

興

の

実

績

が

評

価

さ

れ

た

も

の

で

あ

り

、

こ

れ

ら

の

活

動

を

通

じ

て

地

域

活

性

化

に

御

尽

力

い

た

だ

き

ま

し

た

関

係

者

の

皆

様

に

心

よ

り

敬

意

を

表

し

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

昨

年

の

特

別

国

民

体

育

大

会

「

燃

ゆ

る

感

動

か

ご

し

ま

国

体

」

に

お

け

る

本

市

開

催

競

技

に

係

る

取

組

等

を

継

続

し

、
持

続

的

な

ス

ポ

ー

ツ

の

振

興

に

つ

な

げ

て

参

り

ま

す

。

ま

た

、

今

月

二

十

四

日

に

は

、

市

比

野

温

泉

よ

さ

こ

い

祭

り

が

、

県

内

外

か

ら

四

十

一

チ

ー

ム

・

約

四

百

名

の

踊

り

連

の

参

加

に

よ

り

盛

大

に

開

催

さ

れ

、

新

た

な

交

流

の

創

出

が

図

ら

れ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。 

市

政

課

題

等

に

関

す

る

国

等

へ

の

働

き

掛

け

に

つ

き

ま

し

て

は

、

今

月

六

日

に

、
自

由

民

主

党

幹

事

長

の

森

山

𥙿

衆

議

院

議

員

と

個

別

に

面

談

し

、

「

五

つ

の

現

場

」

の

進

捗

状

況

を

説

明

す

る

と

と

も

に

、

整

備

促

進

に

向

け

た

要

望

を

行

い

ま

し

た

。

特

に

、

川

内

港

臨

海

ゾ

ー

ン

へ

の

交

通

ア

ク
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セ

ス

の

早

期

整

備

に

お

い

て

重

要

で

あ

る

南

九

州

西

回

り

自

動

車

道

阿

久

根

川

内

道

路

の

湯

田

ト

ン

ネ

ル

着

工

及

び

川

内

宮

之

城

道

路

の

高

規

格

道

路

へ

の

位

置

付

け

に

つ

い

て

、

強

く

要

望

い

た

し

ま

し

た

。

併

せ

て

、

川

内

港

に

お

け

る

鹿

児

島

県

の

ガ

ン

ト

リ

ー

ク

レ

ー

ン

の

設

置

に

係

る

検

討

状

況

に

つ

い

て

も

報

告

を

行

っ

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。 

ま

た

、

今

月

十

三

日

に

、

東

京

都

内

で

、

南

九

州

西

回

り

自

動

車

道

建

設

促

進

大

会

が

開

催

さ

れ

、

早

期

完

成

に

向

け

た

気

運

を

高

め

た

ほ

か

、

鹿

児

島

県

及

び

熊

本

県

の

両

県

関

係

者

の

方

々

と

、

関

係

省

庁

に

対

し

て

要

望

活

動

を

行

い

、

地

元

の

熱

い

思

い

を

伝

え

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

同

日

、

川

内

港

整

備

促

進

期

成

会

に

よ

り

、

国

土

交

通

省

に

対

し

て

、
唐

浜

地

区

国

際

物

流

タ

ー

ミ

ナ

ル

整

備

事

業

の

促

進

や

早

期

完

成

、

船

舶

の

大

型

化

へ

の

対

応

等

を

強

く

要

望

い

た

し

ま

し

た

。

こ

の

中

に

お

い

て

、

私

か

ら

、

稲

田

雅

裕

港

湾

局

長

に

対

し

て

、

航

路

サ

ー

ビ

ス

継

続

の

た

め

に

、

船

社

に

お

け

る

船

舶

の

大

型

化

の

時

期

等

に

関

し

て

情

報

収

集

を

行

っ

て

い

た

だ

く

よ

う

、

お

願

い

し

た

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。 

今

月

二

十

二

日

、

私

は

、

原

子

力

規

制

庁

を

訪

問

し

、

金

子

修

一

次

長

と

面

談

い

た

し

ま

し

た

。

川

内

原

子

力

発

電

所

に

つ

き

ま

し

て

は

、

既

に

一

号

機

が

本

年

七

月

に

運

転

開

始

か

ら

四

十

年

が

経

過

し

、

来

年

十

一

月

に

は

、

二

号

機

も

四

十

年

を

迎

え

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

こ

れ

ら

を

踏

ま

え

、

改

め

て

、

電

気

事

業

者

へ

の

厳

格

な

指

導

・

監

督

を

要

請

い

た

し

ま

し

た

。

ま

た

、

経

済

産

業

省

資

源

エ

ネ

ル

ギ

ー

庁

も

訪

問

し

、

山

田

仁 
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資

源

エ

ネ

ル

ギ

ー

政

策

統

括

調

整

官

に

対

し

て

、

原

子

力

発

電

所

立

地

地

域

の

振

興

に

関

す

る

諸

制

度

の

改

善

・

拡

充

を

要

望

す

る

と

と

も

に

、

原

子

力

防

災

対

策

等

に

お

け

る

避

難

経

路

と

し

て

、

南

九

州

西

回

り

自

動

車

道

阿

久

根

川

内

道

路

の

整

備

加

速

を

訴

え

ま

し

た

。 

今

後

も

、

第

三

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

基

本

構

想

に

掲

げ

た

未

来

の

ま

ち

の

姿

で

あ

る

「

人

が

繋

が

り 

人

が

輝

く 

安

ら

ぎ

と

賑

わ

い

の

ま

ち 

薩

摩

川

内

」

の

実

現

に

向

け

、

市

議

会

の

御

意

見

や

市

民

の

皆

様

の

声

に

耳

を

傾

け

な

が

ら

、
広

聴
・
広

報

、
情

報

公

開

を

基

本

姿

勢

と

し

て

、

本

年

度

末

に

決

定

す

る

前

期

基

本

計

画

と

整

合

を

図

り

、「

ス

マ

イ

ル

ア

ク

シ

ョ

ン

五

〇

」

で

示

す

「

楽

し

く

、

笑

顔

が

つ

な

が

り

、

人

が

集

う

ま

ち

づ

く

り
（

ス

マ

イ

ル

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

）
」
と
「

人

と

経

済

が

循

環

す

る

ま

ち

づ

く

り
（

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

都

市

）
」
に

資

す

る

事

業

に

、
積

極

果

敢

に

取

り

組

み

、

薩

摩

川

内

市

の

未

来

創

生

に

向

け

た

歩

み

を

更

に

力

強

く

、

着

実

に

進

め

て

参

り

ま

す

。 

今

月

十

九

日

に

出

水

市

に

お

い

て

、

鹿

児

島

県

内

の

養

鶏

場

で

は

今

シ

ー

ズ

ン

初

め

て

と

な

る

高

病

原

性

鳥

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の

疑

い

事

例

が

発

生

し

た

こ

と

を

受

け

て

、

本

市

で

は

、

同

日

、

家

畜

伝

染

病

警

戒

本

部

会

議

を

開

催

い

た

し

ま

し

た

。

こ

れ

ま

で

、

未

然

の

防

止

策

と

し

て

、

先

月

二

十

五

日

に

、

百

羽

以

上

を

飼

養

す

る

養

鶏

農

家

に

消

石

灰

の

無

償

配

布

を

行

っ

た

ほ

か

、

今

月

一

日

に

は

、

公

共

施

設

に

消

毒

マ

ッ

ト

を

設

置

し

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

ら

に

加

え

て

、

今

回

の

発

生

の

情

報

を

受

け

て

、 
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速

や

か

に

、

養

鶏

農

家

へ

の

注

意

喚

起

や

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

等

に

よ

る

市

民

周

知

、

消

毒

ポ

イ

ン

ト

へ

の

動

力

噴

霧

器

等

の

資

機

材

の

支

援

な

ど

を

実

施

し

た

と

こ

ろ

で

あ

り

、
今

後

も

、
関

係

機

関

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

徹

底

し

た

防

疫

対

策

を

実

施

し

て

参

り

ま

す

。 

次

に

、

今

回

の

補

正

予

算

案

の

概

要

に

つ

い

て

御

説

明

い

た

し

ま

す

。 

今

回

の

補

正

予

算

案

に

つ

い

て

は

、

一

般

会

計

に

お

い

て

、

十

九

億 

五

千

五

百

四

十

四

万

九

千

円

の

増

額

補

正

を

、

八

特

別

会

計

に

お

い

て

、

四

億

二

百

十

九

万

七

千

円

の

増

額

補

正

を

、

ま

た

、

下

水

道

事

業

会

計

に

係

る

債

務

負

担

行

為

設

定

の

補

正

を

提

案

し

た

も

の

で

あ

り

ま

す

。 

一

般

会

計

に

つ

き

ま

し

て

は

、

歳

出

に

お

い

て

、

小

学

校

就

学

前

の

子

ど

も

に

教

育

や

保

育

を

提

供

す

る

保

育

所

や

認

定

こ

ど

も

園

等

の

運

営

に

関

す

る

経

費

や

、

台

風

十

号

等

に

伴

う

災

害

復

旧

事

業

及

び

市

民

生

活

の

安

全

・

安

心

に

つ

な

が

る

道

路

維

持

補

修

事

業

等

に

係

る

経

費

な

ど

を 

増

額

し

て

お

り

ま

す

。 

歳

入

に

お

い

て

は

、
収

入

見

込

み

に

よ

り

市

民

税

等

を

増

額

し

た

ほ

か

、

補

助

事

業

の

内

示

等

に

伴

う

国

県

支

出

金

や

繰

越

金

の

増

額

な

ど

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。 

各

特

別

会

計

に

お

き

ま

し

て

は

、

執

行

見

込

み

等

に

よ

り

所

要

の

経

費

の

調

整

を

行

っ

て

お

り

ま

す

。 

な

お

、

今

定

例

会

に

お

き

ま

し

て

は

、

補

正

予

算

案

の

ほ

か

、

薩

摩

川

内

市

債

権

管

理

条

例

の

制

定

に

つ

い

て

を

は

じ

め

と

す

る

各

議

案

に

つ

い 
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て

御

審

議

を

お

願

い

し

て

お

り

ま

す

。 

提

案

い

た

し

ま

し

た

各

議

案

等

の

細

部

に

つ

き

ま

し

て

は

、

主

管

部

・

課

長

か

ら

説

明

さ

せ

ま

す

の

で

、

何

と

ぞ

慎

重

な

る

御

審

議

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。 


